
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

投票数 対策の方向性 

６ 大きな企業が来て経済的に潤う 

５ 楽しく派手なイベントが多い 
５ 防災意識が高い 

５ 教育レベルが高く子育てしやすい 

４ 健康意識が高い 

４ 屋形山・公園施設の整備 

３ 世代間、区間のコミュニケーションがある 

３ ボランティアが多い 

２ 交通の便がいい・車がなくても生活できる 
買い物に便利 

１ 空き家・埋立地の活用 
１ 海の開放 

 第三回のワークショップでは、第二回のワークショップで話し合っ
た地区の目指す姿を実現するための取組みについて、市長を交えて、検
討を深めました。 
前半では、地域の課題や魅力などについて市長に発表した後、市長か

ら、課題解決に向けた最近の市の取組みなどについて説明し、お互いの
理解を深めました。 
後半では、これまでまとめてきた「対策の方向性」について、先に実

施すべきと思うものを参加者で投票（1人 3票）し、優先的に取り組む
べきことを明らかにしました。 

 

【荒尾地区で優先的に取組むべき「対策の方向性」の順位と投票数】 

荒尾地区 

第三回ワークショップレポート 

日時：11月 30日（土）19時～    
場所：荒尾市役所 
参加者数：18名 
 

【荒尾地区の参加状況】 
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★は追加された意見 

 

 
 

■荒尾地区で取組みたい 
「対策の方向性」について、 
追加する具体的な取組みの例 

公民館のリフォーム

「教育に力をいれる」まち

教育レベルが高く子育てしやすい

学習支援

こども食堂（フードバンク）

子どもとのふれあいイベント埋立地を活用して農業法人（稼げる自治会）

囲碁の市長杯開催

★拠点をつくって人をつなぐ

楽しく派手なイベントが多い

子ども会、老人会とのイベント

一人暮らしのみまもり隊・訪問

いきいきサロンの人たちのイベント参加

屋形山の公園化荒尾地区小型バスの定期便

バスの便がいい

（地区全体の方針）　　「住みやすく」「交流が活発」なまち

「地域資源を活用する」まち「暮らしやすい」まち「交流が活発」なまち

世代間、区間の
コミュニケーションがある

交通の便がいい
車がなくても生活できる

買い物に便利
屋形山・公園施設の整備

ボランティアが多い

大きな企業が来て経済的に潤う

海の開放

海の開放に許可がほしい

防犯灯

防災意識が高い

健康維持旅行

芝桜公園に

養殖場外の開放（月１、２回）

行政が先頭で地域を順番に整備

空き家の整備・改善

★生ごみの分別処理と資源化

★防災訓練をする

空き家の活用

見守り活動

健康体操

★健康をテーマに
１日過ごせるところを作る

★電気の地産地消の取り組みをする

散歩道など公園施設の充実

花壇の水やりなど美化作業に参加

公園化等の要望を市にあげる

環境学習ができる施設

小型バスに変えて便数を増やす

道路の見晴らしを良くする
（木の剪定など）

★停留所をこまめに

健康意識が高い

空き家・埋立地の活用

あいのりタクシーを乗りこなす

大企業の誘致

コミュニテイカフェ

★若い人たちの活躍の場、出番をつくる

★荒尾駅から生家へのルートを作る

地域で困っているところを
ボランティアで作業

買い物支援活動

★免許返納の促進

★あいのりタクシーの使い方を
わかりやすく

★グラウンドゴルフ大会と
ペタンク大会を増やす

★ウォーキングの回数を増やす

★健康ポイント制度の創設

★「孫文」を全面に出した胃炎と

音と光の祭典の継続

子どもの囲碁教室

★東宮内に寺子屋（夏休み）

★学校支援をするボランティア

★地域貢献できるのが
大人であるという教育

農業法人を作りさつまいもづくり
（焼酎づくり）

★屋形山にパークゴルフ場

★子どもの安全を考えた施設に

埋立地活用「芝桜公園」に許可がほしい


